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この学生募集要項は 
２０２６年１０月入学（第Ⅲ期） 
２０２７年 ４月入学（第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期） 
２０２７年１０月入学（第Ⅰ・Ⅱ期） 

の入学試験を対象としています。 
 
  



 

２０２６年度に実施する博士課程後期課程の入学試験の日程 

 
①２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

出 願 登 録 期 間 
検 定 料 振 込 期 間 

２０２６年７月１５日（水）0：00から２０２６年７月２４日（金）16：59まで 

出 願 書 類  
提 出 期 間 

郵 送 に よ る 場 合 
２０２６年７月１５日（水）から 
２０２６年７月２４日（金）【午後5時必着】まで 

窓 口 持 参 の 場 合 
２０２６年７月２１日（火）から 
２０２６年７月２４日（金）【午後4時】まで 

口 頭 試 問 日 ２０２６年８月２７日（木）  

合 格 者 発 表 ２０２６年９月４日（金）１０：００（予定） 

 
②２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

出 願 登 録 期 間 
検 定 料 振 込 期 間 

２０２６年１０月２７日（火）0：00から２０２６年１１月５日（木）16：59まで 

出 願 書 類  
提 出 期 間 

郵 送 に よ る 場 合 
２０２６年１０月２７日（火）から 
２０２６年１１月５日（木）【午後5時必着】まで 

窓 口 持 参 の 場 合 
２０２６年１０月３０日（金）から 
２０２６年１１月５日（木）【午後4時】まで 

口 頭 試 問 日 ２０２６年１２月２日（水） 

合 格 者 発 表 ２０２６年１２月１５日（火）１０：００（予定） 

 
③２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

出 願 登 録 期 間 
検 定 料 振 込 期 間 

２０２６年１２月２５日（金）0：00から２０２７年１月８日（金）16：59まで 

出 願 書 類  
提 出 期 間 

郵 送 に よ る 場 合 
２０２６年１２月２５日（金）から 
２０２７年１月８日（金）【午後5時必着】まで 

窓 口 持 参 の 場 合 
２０２７年１月５日（火）から 
２０２７年１月８日（金）【午後4時】まで 

口 頭 試 問 日 ２０２７年１月２６日（火） 

合 格 者 発 表 ２０２７年２月９日（火）１０：００（予定） 

 
 
オンラインでの出願登録となりますので，以下のことに注意し出願を行ってください。 
 
・ 登録情報が多いため，時間に余裕をもって登録を行ってください。 

 
・ 出願には，パソコンやプリンター等の機器，メールアドレス，顔写真データ，出願書類の

PDF データが必要となります。 
※登録したメールアドレスに，入学試験に関する重要なお知らせを配信しますので，日常的
に確認できるメールアドレスを使用してください。 

 
・ 事前に，検定料の支払い方法，出願書類の提出方法等を十分確認してください。 

※一部の出願書類は，郵送等で原本を提出する必要があります。 
 

 
  



 

 
神戸大学大学院工学研究科について 

 
 神戸大学大学院工学研究科の博士課程前期課程及び博士課程後期課程は，建築学専攻，市民工学専攻，

電気電子工学専攻，機械工学専攻，応用化学専攻の５つの専攻によって構成されています。 
なお，工学研究科博士課程後期課程を修了した学生は博士（工学）又は博士（学術）の学位を取得で

きます。 
 
 

神戸大学大学院工学研究科におけるアドミッション・ポリシー 
 
 工学（Engineering）は，自然界の理解を人類社会に役立て，また実社会の問題を解決するために自

然界の原理を追求し，地球環境と共生できる持続的社会を構築するための学術領域を対象としています。  
工学研究科では，サイエンスとしての基礎研究を推進すると共に社会に役立つ応用研究を展開し，高

度で幅広い知識と豊かな創造性，高い倫理性と国際性を有する人材を育成するための教育研究を行いま

す。多様なバックグラウンドを持つ学生，また，企業や研究所等において研究経験や成果を有する者，

さらに日本国内はもとより外国からも受け入れることを積極的に行います。 
また，神戸大学が求める学生像(アドミッション・ポリシー)に加え，工学研究科では以下の入学者を

求めています。  
 
●工学研究科博士課程後期課程の求める学生像  
1. 自然現象の背後にある原理の解明や，科学技術の人類社会への貢献に強い意欲をもつ学生  
〔求める要素：思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕  
2. 高い倫理性を有し，科学技術が社会へ及ぼす影響について理解し考察のできる学生  
〔求める要素：思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕  
3. 既成概念にとらわれず，創造的な発見や課題探求に喜びを⾒いだせる学生  
〔求める要素：思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕  
4. 国際的な交流により異文化を理解でき，国際社会の⼀員としての視点を有する学生  
〔求める要素：思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕  
5. 高度で専門的な学識と先端的な研究開発能力の修得に強い意欲をもつ学生  
〔求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕  
 
●入学者選抜の基本方針  
以上のような学生を選抜するために，工学研究科博士課程後期課程のディプロマ・ポリシー及びカリ

キュラム・ポリシーを踏まえ，以下の選抜において様々な要素を測ります。  
一般入試では，「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」「関心・意欲」を測りま

す。 
 

 
 
 

(工学研究科博士課程後期課程の学生募集に関する問い合わせ先) 
 

神戸大学大学院工学研究科 学務課教務学生グループ 
     〒657－8501  神戸市灘区六甲台町１－１ 
             電 話  ０７８－８０３－６３５０ 
                  e-mail     eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp 

工学研究科ホームページ https://www.eng.kobe-u.ac.jp/ 
神戸大学ホームページ   https://www.kobe-u.ac.jp/ 

https://www.eng.kobe-u.ac.jp/
https://www.kobe-u.ac.jp/
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    （注意） 

 この学生募集要項に記載されている日時は全て日本時間です。 

  

https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html


１ 

Ⅰ  工学研究科博士課程後期課程一般入試学生募集要項 

１．専攻及び募集人員 

専      攻 

募 集 人 員 

２０２６年度 ２０２７年度 

１０月 ４月 １０月 

第 Ⅲ 期 第 Ⅰ 期 第 Ⅱ 期 第 Ⅲ 期 第 Ⅰ 期 第 Ⅱ 期 

建築学専攻 若干名  ８名 若干名 若干名 若干名 若干名 

市民工学専攻 若干名  ６名 若干名 若干名 若干名 若干名 

電気電子工学専攻 若干名  ８名 若干名 若干名 若干名 若干名 

機械工学専攻 若干名 １０名 若干名 若干名 若干名 若干名 

応用化学専攻 若干名 １０名 若干名 若干名 若干名 若干名 

合   計 若干名 ４２名 若干名 若干名 若干名 若干名 

（注）募集人員には進学者，外国人留学生及び社会人を含む。 

 

２．出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者又は２０２７年３月３１日までに該当する見込みの者とします。 
（１） 修士の学位又は専門職学位を有する者 
（２） 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 
（３） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学位に

相当する学位を授与された者 
（４） 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位又は専門

職学位に相当する学位を授与された者 
（５） 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和５１年法律第

７２号）第１条第２項に規定する１９７２年１２月１１日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大

学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者 
（６） 外国の学校，第4号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置基準

(昭和49年文部省令第28号)第16条の2に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を

有する者と同等以上の学力があると認められた者 
（７） 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号） 

ア 大学を卒業し，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本研究科において，当該

研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 
イ 外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修了

した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本研究科において，当該研究の

成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 
（８） 本研究科において，個別の出願資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の

学力があると認めた者で，２０２７年３月３１日（注１）までに２４歳に達するもの 
 
【注１】 上記中の「２０２７年３月３１日」について，２０２６年１０月入学を志望する場合は「２０２６年９月３０日」と，

２０２７年１０月入学を志望する場合は「２０２７年９月３０日」と読み替えてください。 
【注２】 上記の（７）又は（８）により出願を希望する者については，出願前に個別の出願資格審査を行いますの

で，「８.出願資格の審査について」を参照してください。 
 



２ 

３．出願期間及び出願手続 

次の【１】および【２】の順に手続きを行ってください。 
 

【１】Web出願サイトでの出願登録と入学検定料の支払い 
●Web出願サイト  https://e-apply.jp/ds/kobe-u/ 

 
志 望 す る 入 学 試 験 出 願 登 録 期 間 ・ 検 定 料 振 込 期 間 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年７月１５日（水）0：00から２０２６年７月２４日（金）16：59まで 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 
２０２６年１０月２７日（火）0：00から２０２６年１１月５日（木）16：59まで 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年１２月２５日（金）0：00から２０２７年１月８日（金）16：59まで 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

 
出 願 登 録 お よ び 検 定 料 の 支 払 い は ， 工 学 研 究 科 ホ ー ム ペ ー ジ (https://www.eng.kobe-

u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html)に掲載している「Web出願の流れ」及び「Web出願サイト入力の手引き」

を参照し，行ってください。 
Web出願サイトの指示に従い，出願情報を登録するとともに，次ページの【出願書類一覧】のうち「Web出願

サイトでの手続」欄が「○」となっている書類をアップロードしてください。（指定がない場合はPDF形式にてアッ

プロードしてください。） 
なお，Web出願サイトへの通信に問題がある場合は，工学研究科教務学生グループに問い合わせてくださ

い。 

【２】出願書類の提出  

次ページの【出願書類一覧】のうち「書面による提出」欄が「○」となっている書類は，郵送または窓口持参に

より，出願期間中に提出してください。 

 

出願書類の送付先又は提出先： 神戸大学大学院工学研究科 

                       学務課教務学生グループ 

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 

電話 (078) 803-6350  

 

志 望 す る 入 学 試 験 
出 願 書 類 提 出 期 間 

郵 送 に よ る 場 合 窓 口 持 参 の 場 合 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) ２０２６年７月１５日（水）から 

２０２６年７月２４日（金）【午後5時必着】まで 

２０２６年７月２１日（火）から 

２０２６年７月２４日（金）【午後4時】まで ２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) ２０２６年１０月２７日（火）から 

２０２６年１１月５日（木）【午後5時必着】まで 

２０２６年１０月３０日（金）から 

２０２６年１１月５日（木）【午後4時】まで ２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) ２０２６年１２月２５日（金）から 

２０２７年１月８日（金）【午後5時必着】まで 

２０２７年１月５日（火）から 

２０２７年１月８日（金）【午後4時】まで ２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

 

≪郵送による場合≫ 

○Web出願サイトの出願登録及び検定料の支払い完了後，Web出願サイトのマイページに表示される

「入学願書」の3ページ目「出願用宛名用紙」をカラーで印刷し，角２サイズの封筒に貼り付けて，【出

願書類一覧】の書面による提出書類を同封してください。 

○書留速達郵便としてください。 

https://e-apply.jp/ds/kobe-u/
https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html
https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html


３ 

≪窓口持参の場合≫ 

受付時間：午前9時30分から午後4時まで（ただし，土日祝日および平日の正午から午後1時までを除く。） 

○Web出願サイトの出願登録及び検定料の支払い完了後，Web出願サイトのマイページに表示される

「入学願書」の3ページ目「出願用宛名用紙」を印刷し，【出願書類一覧】の書面による提出書類と合

わせて提出してください。 

 

【出願書類一覧】 

出 願 書 類 
提出を要する 

志願者 

Web出願 

サイトでの 

手続 

書面 

による 

提出 

備  考 

(A) 
顔写真データ及び 

顔写真 
全志願者 ○ ○ 

Web出願サイトの指示に従い，アップロードしてく

ださい。（出願前３か月以内に撮影した正面，上半

身，無帽，背景なしのデータ（jpeg,png,bmpまたは

heic形式）。）なお，顔写真データは，受験票に使

用し，受験時に本人照合を行います。顔写真デー

タが加工や修正により，本人と同一人物であるか

確認できない場合は，受験を続けることができない

ことがあります。 

また，学生証用として，縦3cm×横2.4cmの顔写真

を1枚提出してください。（出願前３か月以内に撮

影した正面，上半身，無帽，背景なしの写真） 

(B) 
修了証明書又は 

修了見込証明書 

出願資格 

(1)(2)(3)(4)(5)によ

り 

出願する者 

― ○ 

出身大学院の研究科長又は学長が発行した博士

課程前期課程又は修士課程修了（見込）証明書 

修了証明書に取得学位の記載がない場合は，学

位授与証明書又はそれに代わるものをあわせて

提出してください。 

本学工学研究科に在学中の研究生は不要です。 

※中国の大学院に関する証明書の場合は[注意事

項]の(5)を参照してください。 

(C) 成績証明書 

出願資格 

(1)(2)(3)(4)(5)によ

り 

出願する者 

― ○ 

出身大学院の研究科長又は学長が作成した学業

成績証明書 

本学工学研究科に在学中の研究生は不要です。 

(D) 検定料：３０，０００円 全志願者 ○ ― 

Web出願サイトより支払い手続きを行ってくださ

い。振込にかかる手数料は振込人負担です。 

日本国政府から現在奨学金を支給され，入学後も

国費外国人留学生である者は不要です。 

(E) 
国費外国人留学生証

明書 
該当者のみ ― ○ 

出願時に国費外国人留学生である者は，在学大

学発行の国費外国人留学生である旨の証明書を

提出してください。（本学工学部又は工学研究科

に在籍している者は不要） 

(F) 

修

士

論

文

等 

修士論文（写） 
前期課程（修士課

程）修了者 

○ 

【ファイル ア

ップロード１】

（.pdf） 

― 

和文又は英文とする。左記論文がない場合は，

事前に教務学生グループ（工学担当）に確認し，

その指示に従ってください。 
表紙の様式は欄外のURLからダウンロードしてく

ださい。 



４ 

修士論文の概

要 

前期課程（修士課

程）修了者 

○ 

【ファイル ア

ップロード２】

（.pdf） 

― 

和文2,000字程度のもの及び英文1,200語程度のも

の各１部（Ａ４判）をアップロードしてください。※和

文および英文のデータは結合して１つのファイル

にしてください。 

ただし，外国人の志願者は，英文のみとします。 

研究経過報告

書 

前期課程（修士課

程）修了見込の者 

又は 

出願資格申請者 

○ 

【ファイル ア

ップロード３】

（.pdf） 

― 

和文2,000字程度のもの及び英文1,200語程度のも

の各１部（Ａ４判）を提出してください。和英両方を

セットにし，アップロードしてください。ただし，外国

人の志願者は，英文のみとします。 

表紙の様式は欄外のURLからダウンロードしてく

ださい。 

参考資料 全志願者 

○ 

【ファイル ア

ップロード４】

（.pdf） 

― 
上記以外の参考資料があれば，アップロードしてく

ださい。 

(G) 研究計画書 

出願資格審査認

定者を除く全志願

者 

○ 

【ファイル ア

ップロード５】

（.pdf） 

― 

和文2,000字程度のもの又は英文1,200語程度のも

の１部を提出してください。どのような分野でどのよ

うな内容のことを研究しようとしているのかが分かる

ようにＡ４判の用紙に記入し，アップロードしてくだ

さい。 

表紙の様式は欄外のURLからダウンロードしてく

ださい。 

(H) 住民票 

外国人志願者（日

本に在留している

者のみ） 

○ 

【ファイル ア

ップロード６】

（.pdf） 

― 

外国人の志願者は，住民票の写し（提出日前30日

以内に作成されたものに限る。）をアップロードし

てください。（住民票をスキャンあるいは写真撮

影したものをPDFにしてください。） 

様式のダウンロード URL：https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html    
 
〔注意事項〕 
(1) 出願手続後の記載事項の変更は認めません。また，納付した検定料は出願書類等を提出しなかった場

合又は出願が受理されなかった場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 
(2) 証明書は原本を提出してください。英語以外の外国語で作成された証明書等の書類については，日本政

府又は外国政府の在外公館等の公的機関による翻訳証明を付した日本語訳又は英語訳を必ず添付して

ください。なお， 
(3) 志願者は，Web出願サイト内で希望する指導教員名を選択してください。指導教員は「講座，研究内容及

び担当教員」から選択してください。なお，志願者は指導教員予定者と連絡をとり，研究計画書を作成して

ください。 
(4) 博士課程前期課程又は修士課程修了見込証明書を提出した者は，入学時に修了証明書を提出してくだ

さい。修了証明書に取得学位の記載がない場合は，学位授与証明書又はこれに代わるものをあわせて提

出してください。 

(5) 「中国の大学院の修了（見込）証明書」を提出する場合は、次のとおり証明書を提出してください。 

○修了者 

出身大学院が発行した修了証明書の原本に加え，中国高等教育学生信息网（CHSI）のWEBサイトから

英文の修士学位証明書（Online Verification Report of Higher Education Degree Certificate）の電子認証

メールが神戸大学大学院工学研究科に直接送信されるよう申請してください。 

 ※電子認証メール送信先 ： eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp 

 ※出願者本人が受信した電子認証メールの転送は認めません。 

 

https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html
mailto:eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp
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      ○修了見込者 

出願時に出身大学院が発行した修了見込証明書の原本を提出し，修了及び修士学位取得後，すみや

かに中国高等教育学生信息网（CHSI）のWEBサイトから英文の修士学位証明書（Online Verification 

Report of Higher Education Degree Certificate）の電子認証メールが神戸大学大学院工学研究科に直接

送信されるよう申請してください。 

 ※電子認証メール送信先 ： eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp 

 ※出願者本人が受信した電子認証メールの転送は認めません。 

 ※入学時までに認証書が届かなければ，合格を取り消す場合があります。 

          また，修了証明書の原本を入学手続きまでに提出してください。 

 

４．受験票  

   受験票は，Web出願サイトのマイページからダウンロードしてください。ダウンロードが可能になった時点で，

Web出願サイトに登録したメールアドレス宛に通知メールを配信します。 
   ダウンロードした受験票をカラー印刷し，試験当日に持参してください。 
   なお，次の期日までにメールが届かない場合は，教務学生グループに問い合わせてください。 

志 望 す る 入 学 試 験 期  日 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年８月２０日（木）まで 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 
２０２６年１１月２５日（水）まで 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 
２０２７年１月１９日（火）まで 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

 

５．選考の方法 

入学者の選考は，学力検査及び提出書類を総合して行います。 
学力検査は，口頭試問・質疑応答等によって，以下を中心として行います。 

(1) 修士論文又は研究経過報告書の内容 
    履修に必要な基礎学力を有しているかどうかを検査します。 
(2) 英語の能力（外国の大学を卒業した外国人の志願者については英語及び日本語） 
    履修に必要な語学力を有しているかどうかを検査します。 
(3) 研究計画書の内容 
    学位取得に見合う研究計画であるかどうかを審査します。 

 

６．口頭試問の日及び場所 

志 望 す る 入 学 試 験 口 頭 試 問 日 場 所 集 合 時 間 等 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年８月２７日（木） 

神戸大学 

大学院 

工学研究科学舎 

各志願者の口頭試問の会場と時

間は，後日，Web出願サイトに登

録したメールアドレスに通知しま

す。 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 
２０２６年１２月２日（水） 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 
２０２７年１月２６日（火） 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

（注） 現在外国に居住している者で，特別な事情で指定した口頭試問の場所に出向くのが困難と認められ

る場合は，ＴＶ会議システム等を用いた遠隔口頭試問が認められる場合がある。遠隔口頭試問を希望

mailto:eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp


６ 

する者は，出願にあたって事前に文書でその旨を申し出，指示を受けること。 
 
【神戸大学大学院工学研究科学舎への交通案内】 

阪神「御影」駅，JR「六甲道」駅又は阪急「六甲」駅から市バス⑯系統（六甲ケーブル下行）乗車，神大国

際文化学研究科前下車，徒歩約５分 
 

７．合格者発表 

志 望 す る 入 学 試 験 日   時 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年９月４日（金）１０：００（予定） 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 
２０２６年１２月１５日（火）１０：００（予定） 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 
２０２７年２月９日（火）１０：００（予定） 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

選考結果はWeb出願サイトのマイページから確認できます。 
なお，電話による照会には応じません。 

 

８．入学手続 

(1) 入学手続期間・入学手続書類等 
入学手続期間は，次の期日の予定です。その詳細については，入学手続に必要な書類等と併せて次の時

期に通知（郵送）します。 
なお，選考結果の「誤操作」「見間違い」「使用機器の不具合」「通信障害」等を理由とした入学手続期限の

延長は一切認めません。 
志 望 す る 入 学 試 験 入 学 手 続 の 期 間 通 知 の 時 期 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) ２０２６年９月中旬 ２０２６年８月下旬 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年３月中旬 ２０２７年２月下旬 ２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 
２０２７年９月中旬 ２０２７年８月下旬 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

(2) 入学手続場所 
      神戸大学大学院工学研究科 学務課教務学生グループ 

(3) 納付金 

区   分 金   額 摘            要 

入  学  料 282,000 円 入学料については，入学手続期間に納付してください。 

授業料 

半期分 267,900 円 
２０２７年度前期分（注２）授業料の納付方法については，２０２７年２月

下旬（注３）に郵送する「入学試験合格者へのお知らせ」をご覧くださ

い。 

［在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が

適用されます。］ 

年 額 535,800 円 

    （注１）上記の金額は，２０２６年度の例です。 

    （注２）上記中の「２０２７年度前期分」は，２０２６年１０月入学を志望する場合は「２０２６年度後期分」と，２０２７年１０月入 

学を志望する場合は「２０２７年度後期分」と読み替えてください。 



７ 

    （注３）上記中の「２０２７年２月下旬」は，２０２６年１０月入学を志望する場合は「２０２６年８月下旬」と，２０２７年１０月入 

学を志望する場合は「２０２７年８月下旬」と読み替えてください。 

 
〔注意事項〕 

(1) 次に該当する者は，入学を取り消されることがあります。 
(A) 虚偽の申告をした場合 
(B) 出願資格を満たすことができない場合 

(2) 期日までに入学料を納付しなかった場合は，入学を辞退したものとみなします。 

(3) 既納の入学料はいかなる理由があっても返還しません。 

(4) 日本国政府から入学後も奨学金を支給される国費外国人留学生は入学料，授業料とも不要です。 
 

９．出願資格の審査について 

「２．出願資格（７）又は（８）」に該当する者の認定審査は，次の提出書類の書類審査により行います。 
 
（１） 提出書類 

(A) 入学試験出願資格認定申請書：本研究科所定の用紙（様式第１１号） 
(B) 出身大学の学部長又は学長の作成した卒業証明書 
(C) 履歴書：本研究科所定の用紙（様式第１２号） 
(D) 研究歴証明書：研究を行った教育・研究機関や会社等の所属長，又は代表者が作成したもの。なお，該

当する教育・研究機関や会社等による証明ができない場合は本人からの申立書でこれに代えることができ

ます。本研究科所定の用紙（様式第１３号） 
(E) 研究業績書：「修士の学位論文に相当する」論文の概要。Ａ４判の用紙を使用して，和文2,000字程度及

び英文1,200語程度で記入し，本研究科の所定の用紙（様式第１４号）を表紙としてつけてください。ただし，

外国人の志願者は，英文のみとします。 
(F) 研究成果資料：研究業績の基礎となる論文の目録と別刷（複写可）を提出することとし，その他研究業績

を示す資料があれば添付してください。 
なお，共同研究の場合は，担当した部分を明確にした資料を添付してください。 

(G) 研究計画書：和文2,000字程度又は英文1,200語程度のもの１部。どのような分野でどのような内容のこと

を研究しようとしているのかが分かるようにＡ４判の用紙に記入し，本研究科所定の用紙（様式第３号）を表

紙として提出してください。 
(H) 返信用封筒：定形封筒に410円分の切手を貼付し，住所・氏名を明記したもの。 

ただし，大学の医学，歯学又は獣医学を履修する6年制の課程を修了した者は，前記の（Ｄ）（Ｅ）（Ｆ）

の提出は不要です。 
※様式のダウンロード URL：https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html 

(2) 提出期間及び提出先 
次の期間までに工学研究科 学務課教務学生グループに提出又は郵送（必着・簡易書留郵便で「後期

課程入学試験出願資格認定申請書在中」と朱書）してください。 
受付時間（持参）は，平日９：００～１１：３０，１３：００～１６：００までとします。 

志 望 す る 入 学 試 験 提 出 期 間 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年６月９日（火） 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 
２０２６年１０月５日（月） 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年１２月４日（金） 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

 

https://www.eng.kobe-u.ac.jp/examinee/doctor_202604.html


８ 

(3) 審査結果の通知 
審査の結果は，次の期日までに本人あて通知します。 

志 望 す る 入 学 試 験 日  時 

２０２６年１０月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年６月３０日（火） 

２０２７年４月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅱ期) 
２０２６年１０月２０日（火） 

２０２７年１０月入学(第Ⅰ期) 

２０２７年４月入学(第Ⅲ期) 
２０２６年１２月１５日（火） 

２０２７年１０月入学(第Ⅱ期) 

 

１０．安全保障輸出管理について 

神戸大学では「外国為替及び外国貿易法」に基づき「神戸大学安全保障輸出管理規則」を定め，技術の提

供（留学生の受入を含む）又は貨物の輸出について厳格な審査を実施しています。 規制事項に該当する場

合は、入学試験に合格しても入学が認められない場合や、希望する教育が受けられない又は研究が実施で

きない等の制限がかかる場合がありますのでご留意ください。 

詳細については、次のウェブサイトを参照してください。 

 （日本語）https://www.kobe-u.ac.jp/ja/about/action/security/about/ 

 （英語）https://www.kobe-u.ac.jp/documents/info/project/security/brochure_en.pdf 

 

１１．その他 

 １．入学料免除 

       次のいずれかに該当する特別な事情により入学料を納付することが著しく困難であると認められる場合

は，本人の申請に基づき，選考のうえ，入学料の全額又は半額を免除されることがあります。（単に収入が

少ないだけでは対象となりません。） 
（１）経済的理由によって入学料の納付が困難であり，かつ学業優秀と認められる場合 
（２）入学前１年以内に，学資負担者が死亡し，又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けたこ

とにより，入学料の納付が著しく困難であると認められる場合 
（３）その他，上記に準ずる場合で本学が相当と認める事由があるとき 

２．入学料徴収猶予 
次のいずれかに該当する場合については，本人の申請に基づき，選考のうえ，一定の期間，入学料の

徴収を猶予することがあります。 
（１） 経済的理由によって納付期限までに入学料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合 
（２）入学前１年以内に，学資負担者が死亡し，又は本人若しくは学資負担者が風水害等 の災害を受けた

ことにより、納付期限までに入学料の納付が困難であると認められる場合 
（３）その他やむを得ない事情により納付期限までに入学料の納付が困難であると認められる場合 

３．授業料免除 
次のいずれかに該当する場合については，前期または後期毎の本人からの申請に基づき，選考のうえ，

授業料の全額又は半額を免除される場合があります。 
（１）経済的理由により，授業料納付が困難であり，かつ学業成績が優秀と認められる者 
（２）授業料の納期前６ヶ月以内（新入学者の入学した日に属する期分に係る免除の場合は，入学前１年以

内）に，本人の主たる家計支持者（留学生の場合，国外居住者は除く）が死亡し，または本人もしくは主

たる家計支持者が風水害等の災害を受けたことにより，授業料の納付が著しく困難であると認められる

者 
４．個人情報について 

(1)本学が保有する個人情報は，「個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）」等の法令を遵守

https://www.kobe-u.ac.jp/ja/about/action/security/about/
https://www.kobe-u.ac.jp/documents/info/project/security/brochure_en.pdf
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するとともに，「神戸大学の保有する個人情報の管理に関する指針」等に基づき厳密に取扱います。 
(2)入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は，入学者の選抜（出願処理，選抜実施），合格発表，入

学手続業務，及び今後の入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究の検討資料の作成の

ために利用します。なお，調査・研究及び結果の発表に際しては，個人が特定できないように処理します。 
(3)出願にあたって提出された個人情報は，入学者の個人情報についてのみ入学後の学生支援関係（健康

管理，授業料免除，奨学金申請等），教務関係（学籍，修学指導）等の教育目的及び授業料等に関する

業務並びにこれらに付随する業務を行うために利用します。 
(4)一部の業務を神戸大学より委託を受けた業者（以下「受託業者」という。）において行うことがあります。こ

の場合，業務を行うために必要となる限度で受託業者に個人情報を提供しますが，守秘義務を遵守する

よう指導します。 
   ５．麻しん，風しんのワクチン接種（予防接種）・抗体検査に関する書類の提出について 

神戸大学では「麻しん風しん登録制度」を定め,入学後のキャンパス内での麻しん・風しんの流行を防止す

るため，全ての新入生に次の①，②，③のいずれかを提出していただいています。 

 

① 麻しん・風しんのワクチン接種を，満 1 歳以降にそれぞれについて２回ずつ受けたことを証明する書類

（推奨） 

②  過去５年以内（令和４(202２)年４月以降）に麻しん・風しんのワクチン接種を，それぞれについて１回ずつ

受けたことを証明する書類 

③ 過去５年以内（令和４(202２)年４月以降）に受けた麻しん・風しんの抗体検査の結果が，「麻しん・風しん

の発症を防ぐのに十分な血中抗体価（次頁の表を参照）を有していること」を証明する書類 

 

＊ ①，②のワクチンは，麻しん・風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）等の混合ワクチンでもかまいません。 

＊ ①，②では，接種したワクチンの種類と接種年月日が記載されていることが必要です。 

＊ 母子手帳等のワクチン接種記録や接種済証も，接種したワクチンの種類と接種年月日が記載されてい

れば ①，②の書類として使用できます。 

＊ 既往歴（かかったこと）がある場合は，③を提出するか，ワクチン接種を受けて①か②を提出してください。 

＊ ③では，次頁の表の血中抗体価の測定方法と測定値が記載され，測定値が同表の判定基準を満たして

いることが必要です。血液検査結果票そのものの提出でもかまいません。血中抗体価が不十分な場合に

は，必要なワクチン接種を受け，①か②を提出してください。 

＊ ①，②，③の書類の組み合わせ，例えば麻しんについては①，風しんについては③を提出してもかまい

ません。 

＊ 麻しん・風しんの血中抗体価が不十分にもかかわらず，病気や体質等やむを得ない事情によってワクチ

ン接種を受けられない場合には，その旨を記載した文書（医師による証明書等）を提出してくださ い。 

＊ 上記のいずれの書類も入学試験の合否判定に用いるものではありません。 

    （注）上記中の「令和４（２０２２）年４月以降」は，２０２６年１０月入学を志望する場合は「令和３(２０２1)年４月 

以降」と読み替えてください。 

 

提出期限：４月入学者は新入生健康診断実施日 

10 月入学者は 10 月入学者健康診断実施日 

提出先 ：健康診断会場内 麻しん風しん登録受付 

     

  麻しん・風しんの発症を防ぐのに十分な血中抗体価の測定方法と判定基準 

区 分  測定方法 判定基準 備 考 

麻しん 

IgG－EIA 法 

PA 法 

NT 法 

8.0 以上の陽性   

256 倍以上の陽性 

４倍以上の陽性 

３つの測定方法のうち，いずれかで陽性 

風しん 
HI 法 

IgG－EIA 法 

32 倍以上の陽性 

8.0 以上の陽性 

２つの測定方法のうち，いずれかで陽性（HI 法を推

奨） 
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＊ ワクチン接種歴が条件を満たす場合や追加接種する場合は，抗体検査は不要です。 

＊ 血中抗体価の測定は，この表の方法によってください。 

＊ 発症を防ぐのに十分な血中抗体価は，測定方法によって異なります。また，単に抗体陽性とされる値よりは

高い値なので注意してください。 

＊ 医療機関を受診する際には，必要なワクチン接種や抗体検査を受けることができるか，予め確認してくださ

い。また，この学生募集要項を医師に提示するなどして必要な証明書を発行してもらってください。 

 

                 この感染予防措置に関する問い合わせは 

                   神戸大学 保健管理センター  TEL 078-803-5245 

                   神戸大学 学務部学生支援課  TEL 078-803-5219 
 

 

 

 ◎社会人学生のための教育方法の特例について  

 

 近年，大学院における社会人技術者又は研究者の継続研修・再教育及び博士の学位取得の要

望が高まっておりますが，通常の教育方法のみで大学院教育を実施した場合，社会人は博士後

期課程に在学する３年間はその勤務を離れて修学することが必要となるため，大学院教育を受け

る機会が制約されがちです。 

 一方，大学院設置基準第１４条では，「研究科の課程において教育上特別の必要があると認め

られる場合には，夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な

方法により教育を行うことができる。」旨規定されており，社会人等の修学に配慮がなされています

。 

 工学研究科博士課程後期課程では，これらの背景を踏まえ，同条に定める教育方法の特例を２

００５年度（注）より実施しています。 

 その概要は次のとおりです。 

１．授業担当教員の合意を得て，授業を，また指導教員の合意をえて，研究指導の一部を夜間及

び特定の時期に受講することができます。     

２．指導教員が，学位論文の作成が進展しており，企業等に研究に関する優れた施設や設備があ

り，それを用いた方が成果が上がると認める場合は，勤務する企業等においても研究することが

できます。 
   

 （注）当時は，本研究科の前身にあたる「自然科学研究科」において実施。 
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Ⅱ  工学研究科博士課程後期課程の紹介 

 
１．教育課程編成の考え方及び特色 
工学研究科の後期課程においては，課程修了後の人材養成方針を踏まえて，前期課程からの一貫教育の形で高

度専門教育を実施するとともに，後期課程から新たに入学する学生に対しては個別指導を行っています。工学研

究科の教育課程編成の特色としては以下の項目があげられます。 
  なお，工学研究科では，学生の向上心を満足し，かつ細分化・多様化した工学学問領域を網羅している現行の

工学系博士前期課程・博士後期課程開講科目を工学研究科教育課程の骨子とし，そこにコースワークを盛り込み

ます。 
 
２．後期課程教育の特色 
 学際的視点の涵養： 
  他研究科または他専攻の専門科目（選択科目）を選択とすることによって，学際的視点の育成を促します。 
 
 後期課程入学者への措置： 
  工学研究科後期課程に他研究科等から新たに入学する学生に対して，必要な場合には工学研究科前期課程の

科目を履修することを指導します。 
 
 博士学位認定プロセス： 
  １年次及び２年次に研究構想，研究経過，及び今後の研究計画についての研究経過発表会を実施し，博士論

文作成に関する適切な指導を行っています。また，３年次に研究成果発表会を実施し，研究成果が優れている

と認められれば博士論文の提出・審査（博士論文発表会を含む）に進むこととします。研究経過発表会，研究

成果発表会，及び博士論文発表会は各専攻の主催で行うものとし，専攻全体で研究指導する体制を構築します。

早期修了に対しては，１年次または２年次に研究成果発表会及び博士論文発表会を実施します。 
 
３．工学研究科の専攻及び講座 
 工学研究科に建築学専攻，市民工学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻及び応用化学専攻の５専攻を配置

しています。 
 
（１）建築学専攻 
 建築学は，日常の生活から社会生活に至る様々な空間や領域を創造していくことを目指しています。近年では，

快適さや利便性，安全な強度を確保するという従来必須の要件だけでなく，環境に配慮し持続的発展を考慮した

創造が求められています。すなわち，かつてのように造り続けていくことだけに重点を置くのではなく，人間と

その社会が過去から現在に至るまで営々と築いてきた人間環境を継承しながら，より広く地球や自然環境との共

生を図りながら新たに創造していくことが求められています。本専攻は，そのような人類永遠の課題を踏まえつ

つ，建築単体だけではなく，地域空間から都市空間，さらに地球環境に直結するエコロジーをも展望することの

できる人材の養成を目指すための教育研究を行っています。このため，建築学専攻に空間デザイン，建築計画学，

建築構造工学，及び建築環境工学の４講座が設置されています。 
 
空間デザイン講座 
 建築・環境デザイン，構造デザインから構造・情報システム，環境マネジメントに至る空間創造のための総合

的な理論の構築と実践的な統合を目指した教育研究を行っています。 
 
建築計画学講座 
 建築史，建築論，歴史環境の保全修復計画，人間居住と住宅・地域計画，建築・都市防災と建築計画，都市計

画など，デザインに関する基本的な領域を対象とする教育研究を行っています。 
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建築構造工学講座 
 様々な災害に対する各種建築構造物の安全性・早期復旧性の向上を目指した構造設計法や性能評価法，振動制

御構造，高性能・高機能材料の提案・応用などに関わる教育研究を行っています。 
 
建築環境工学講座 
 建築物における音，熱，空気，光などの環境の解析と制御及び地域や都市における環境の解析と計画に関する

教育研究を行っています。 
 
（２）市民工学専攻 
 市民社会が要望するパブリックサービスの担い手を志向する学生を受け入れ，伝統的な土木工学の領域を包含

した幅広い学際的視点と専門知識を有する実践的で高度な能力を持つ人材を養成します。自然災害や社会災害に

対して安全な都市・地域の創造と，自然と共生する都市・地域を目指した環境の保全と都市施設の維持管理・再

生に関する教育を基盤として，都市再生，市民参加，国際化などを包含した幅広い工学領域を21世紀型の新しい

Civil Engineering（＝市民工学）としてとらえ，都市・地域空間の安全と環境共生に関する分野の教育研究を行っ

ています。このため，市民工学専攻に人間安全工学及び環境共生工学の２講座を配置しています。 
 
人間安全工学講座 
 自然災害やテロ・事故などの社会災害に対して安全な都市・地域を創造するための基礎的な学問領域として，

社会の安全に関わる構造安全工学，地盤安全工学，交通システム工学の分野と，自然災害からの都市の防災に関

する地盤防災工学，地震減災工学，流域防災工学の分野に関する教育研究を行っています。 
 
環境共生工学講座 
 自然と共生する都市・地域を目指した環境の保全と都市施設の維持管理・再生に関する基礎的な学問領域とし

て，都市・地域の環境保全に関わる環境流体工学，水圏環境工学，地圏環境工学の分野と，自然共生型の都市・

地域の維持管理と再生に関わる広域環境工学，都市保全工学，都市経営工学に関する教育研究を行っています。 
 
（３）電気電子工学専攻 
 電気電子工学は，電子情報処理，情報通信，コンピュータサイエンス，量子力学，光電磁波理論などを世の中

のあらゆる研究と学問・技術の基盤として共有しています。電気電子工学専攻では，前期課程では，高度な専門

基礎学力と基礎的研究能力を兼ね備えた人材の養成を目指し，後期課程では，さらに専門的・先駆的な研究能力

を持った人材を養成します。そのため，現代社会の中枢を担う科学技術の基礎から最先端までの体系的な教育・

研究と，来るべき高度情報化社会における新しいナノ・材料，デバイス，ハードウェア，ソフトウェア，ウェア

ラブルコンピューティング技術，システム技術の確立に必要となる基礎理論や諸技術の発展と新しい展開を目的

として以下の教育研究を行っています。具体的には，１）エレクトロニクスの基礎としての電子材料物性とデバ

イス物理，２）情報の変換，伝送，処理の理論と技術，３）電気エネルギーの変換，伝送，制御と新エネルギー

システムの基礎，等に関する教育研究を，機能的に融合した電子物理講座及び電子情報講座において行っていま

す。 
 
電子物理講座 
 半導体をはじめとする各種電子材料における電子と光との量子論的相互作用の機構を解明し，新規な電子材料

の開発や，電子の量子論的な挙動を考慮したナノデバイスや分子デバイスのモデルを構築し，電気エネルギー応

用も視野に入れた新規デバイスやシステムの開発に関する教育研究を行っています。 
 
電子情報講座 
 高度な電子情報処理・情報通信を実現するための，情報数理，情報処理，情報伝送，情報認識に関する研究と，

大規模集積回路（LSI）を含む電子情報デバイスの設計と構成に関する教育研究を行っています。 
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（４）機械工学専攻 
 機械工学は工業化社会，情報化社会を支える基盤となる学問分野です。本専攻では先端的かつ高機能化された

多数の要素技術を統合・融合することにより，社会や環境との調和を保ちつつ，環境，エネルギー，ナノテクノ

ロジー，ロボティクス，設計・生産システムから高度に多様化し複雑化した機械システムの設計，製造，制御ま

で，ハードウェアとソフトウェアの両面から幅広く機械工学及びそれに関連する分野の教育研究を行っています。

前期課程では，高度な専門的基礎学力と基礎的研究開発能力を兼ね備え，将来社会のリーダーとなるべき倫理観

と国際感覚に富んだ人材を養成するとともに，後期課程では学際的センスを身につけ，独創的な研究・開発を遂

行することができる人材を養成します。このため，機械工学専攻に熱流体，材料物理，システム設計及び先端機

能創成学の４講座を配置しています。 
 
熱流体講座  
 流体エネルギー，熱エネルギーの複雑多様な生成機構と輸送メカニズムを解明して高効率化を目指すとともに，

エネルギー変換をシステム的に考察し，環境を考えた広い範囲から，熱・流体エネルギーの全般について教育研

究を行っています。 
 
材料物理講座  
 固体の構造，組成，力学特性等をマイクロ，メゾ，ナノの階層から解明し，これらの有機的な相互関係を構築

してその機能・強度・安定性の評価を行うとともに，表面及び界面の機能を設計して，ナノテクノロジーの基礎

を視野に入れた教育研究を行っています。 
 
システム設計講座  
 工業製品などの人工物の設計・生産に関わるミクロからマクロまでの幅広い対象について，センサ・アクチュ

エータ素子，機能性材料，機械加工などの要素技術や，システム解析，知能ロボット，制御理論，次世代生産シ

ステムなどのシステム設計に関する教育研究を行っています。 
 
先端機能創成学講座 
 メディカルエンジニアリング，情報通信，ロボティクスなど機械系学際領域分野において，ナノ組織制御技

術，ナノ材料プロセス，ナノ微細加工などの最先端要素技術に基づきながら，高付加機能材料や高機能ナノ電気

機械システムなどの設計・開発に関する教育研究を行っています。 
 
（５）応用化学専攻 
 応用化学専攻では，分子レベルのミクロな基礎化学から，分子集合体である化学物質・材料への機能性の付与，

機能性の発現，物質の創製及び生産技術への生物機能の工学的応用，実際のマクロな工業規模の製造，生産の技

術やシステムにわたる広範囲の内容を，新しい規範により縦横に統合して一貫性のある教育・研究を行うことに

より，将来の世界の化学工業を背負って立つ研究者・技術者の養成を目指します。化学物質の分子オーダーから

ナノ・オーダーの構造・物性の解析と，高度な機能を有する物質・素材の創製，生物機能応用技術を含むバイオ

素材，バイオリアクタの開発，化学技術，生産技術，分離・精製技術の高度化と全体的なプロセス・システムの

解析の基礎と応用に関し教育研究しています。このため，応用化学専攻に物質化学及び化学工学の２講座を配置

しています。また，外部機関との連携により共同研究の幅を広め，新しい学問領域の開拓を目的とした６つの連

携各講座が開設されています。 
 
物質化学講座 
 原子とそれによって構成される分子の世界と，分子の集合により作り出される多様な機能とを結びつけること

を目的とし，原子・分子レベルの物質からナノ，メゾ，マクロに至る広範囲の集合体を対象として，化学物質・

材料の精密かつ高度な機能性の付与及び機能性の創製を行い，工学の立場から機能発現の機構解明とそれに基づ

く新規な物質創製技術について教育研究しています。 
 
 



１４ 

化学工学講座 
 化学反応及び生物反応に基づく物質・エネルギー変換過程における，分子間相互作用，生体分子機能及び物質・

エネルギー移動現象の解明に基づいて，新規素材・反応触媒の開発，反応・移動現象の制御法の確立，新規生産

プロセスの創造をすすめ，有用物質，エネルギーの高効率，低環境負荷生産プロセスの開発について教育研究し

ています。 
 
連携講座 局所場反応・物性解析学講座（（国研）産業技術総合研究所） 
従来の対象物質の分類，領域にとらわれず，多成分・多相構造を有する各種機能性材料の局所領域における反

応，物性の解析及びそれらの基礎データを基にした機能性材料設計に関する教育研究を行っています。 
 

連携講座 化学エネルギー変換プロセス学講座（（国研）産業技術総合研究所） 
 化学エネルギーを効果的に有用なエネルギーに変換するプロセス，システム材料の開発（例えば天然ガスから

水素を製造するプロセス，燃料電池などのエネルギー変換システムのプロセスの開発）に関する教育研究を行っ

ています。 
 
連携講座 生物機能工学講座（（財）サントリー生物有機科学研究所） 
内因性伝達物質による生体内反応や二次代謝物質の機能ネットワークを解明し，そこで活躍する物質の動的な

分子間相互作用を精密に解析することにより多次元的に生体機能を把握すること，さらに，機能レベルでの生物

多様性を産業へ活用することを目指しています。 
 
連携講座 製剤設計生産工学講座（アステラス製薬（株）製剤研究所） 
「製剤工学」は，デザインするための「製剤設計工学」および製造のための「製剤プロセス工学」より成り，

これは医薬品の開発製造に必須の専門的学問です。本講座では，経口および非経口（無菌）製剤についての専門

知識の修得，およびこれらの領域における先端研究への取り組みを通じて，製剤の開発生産における優秀な人材

を育成しています。 
 

連携講座 ケミカル・バイオセンシング講座（（国研）産業技術総合研究所） 
生体関連材料のケミカル・バイオシグナルを計測分野に応用するために必要な基盤研究・応用研究を行ってい

ます。 
 
連携講座 環境エネルギー材料学講座（（国研）日本原子力研究開発機構） 
環境およびエネルギーの視点から材料科学を捉え，中性子および放射光などの先端的な微視的構造・機能解析ツ

ールを駆使した基盤研究・応用研究，特に対象としては，材料評価や反応のメカニズム解明，これらの知見に基

づく材料設計や開発，貴金属の分離科学およびｆ電子系元素の基礎科学に関する研究を行っています。 
 



（専       攻） （講        座） （教育研究分野）

(注) 　＊印は連携講座を示す。
（計）　　５専攻 ２３講座 ６１分野

機能適応モデル＊ １分野

開智型ものづくり＊ １分野

   専攻・講座・教育研究分野

空間デザイン ４分野

建築計画学 ４分野
建築学専攻

建築構造工学 ３分野

建築環境工学 ２分野

人間安全工学 ６分野
市民工学専攻

環境共生工学 ６分野

地域減災計画＊ １分野

電子物理 ５分野
電気電子工学専攻

電子情報 ５分野

熱流体 ３分野

１分野

機械工学専攻 材料物理 ３分野

システム設計 ３分野

先端機能創成学 ２分野

応用化学専攻
生物機能工学＊ １分野

製剤設計生産工学＊ １分野

物質化学 ３分野

化学工学 ３分野

局所場反応・物性解析学＊

ケミカル・バイオセンシング＊ １分野

環境エネルギー材料学＊ １分野

化学エネルギー変換プロセス学＊ １分野
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建 築 学 専 攻 2026年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

建築・環境デザイン 槻橋　修

藤永　隆

水島　靖典

構造・情報システム 山邊　友一郎

鈴木　広隆

竹林　英樹

中江　研

安田　徹也

建築論 末包　伸吾（注２）

都市・地域計画 栗山　尚子

住環境・防災計画 近藤　民代

鋼構造 難波　尚

孫　玉平（注１）

竹内　崇

振動工学 向井　洋一

阪上　公博（注２）

佐藤　逸人

熱・空気環境計画 高田　暁

久保田　勝明

大津　暢人

（注） 　* 印は連携講座を示す。

空間デザイン

構造デザイン

環境マネジメント

建築計画学

専　　　　攻　　　　講　　　　座　　　　案　　　　内

建築史

建築環境工学
音・光環境計画

建築構造工学

地域減災計画＊ 地域減災計画

鉄筋コンクリート構造

（注１）の教員は2027年3月退職予定

（注２）の教員は2029年3月退職予定
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市 民 工 学 専 攻 2026年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

三木　朋広

寺澤　広基

橘　伸也

高山　裕介

織田澤　利守

瀬谷　創

地盤防災工学 竹山　智英

長尾　毅（注１）

鍬田　泰子

流域防災工学 椿 涼太

内山　雄介

齋藤　雅彦

水圏環境工学 中山　恵介

地圏環境工学＊

広域環境工学 大石　哲

都市保全工学 橋本　国太郎

小池　淳司

瀬木　俊輔

（注）　* 印は選択不可 （注１）の教員は2027年3月退職予定

都市経営工学

人間安全工学

地盤安全工学

交通システム工学

地震減災工学

環境共生工学

環境流体工学

構造安全工学
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電 気 電 子 工 学 専 攻 2026年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

藤井　稔

杉本　泰

喜多　隆 （注１）

朝日　重雄

北村　雅季

服部　吉晃

小野　倫也

相馬　聡文

電磁エネルギー物理学 竹野　裕正 （注１）

集積回路情報 黒木　修隆

塚本　昌彦

寺田　努

白石　善明

葛野　弘樹

アルゴリズム 中村　匡秀

小澤　誠一

大森　敏明

伊藤　真理

（注１）の教員は2028年3月退職予定

電子物理

メゾスコピック材料学

量子機能工学

ナノ構造エレクトロニクス

情報通信

フォトニック材料学

電子情報

知的学習論

計算機工学
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機 械 工 学 専 攻 2026年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

今井　陽介

片岡　武

林　公祐

栗本　遼

浅野　等

村川 英樹

構造安全評価学 塩澤　大輝

破壊制御学 田川　雅人 （注１）

構造機能材料学 長谷部　忠司

横小路　泰義 （注１）

田﨑 勇一

神野　伊策

肥田　博隆

鈴木　教和

西田　勇

磯野　吉正

菅野　公二（注３）

本間　浩章

向井　敏司　（注２）（注３）

池尾　直子

井上 振一郎

三木 茂人

久保田　哲也

掃部　雅幸

（注） 　* 印は連携講座を示す。

機能ロボット学

混相流工学

開智型ものづくり　* 開智型ものづくり

先端機能創成学

ナノ機械システム工学

材料設計工学

機能適応モデル　* 機能適応モデル　

（注１）の教員は2027年3月退職予定

 （注２）の教員は2029年3月退職予定

（注３）機械工学専攻兼担（医学研究科・医療創成工学専攻所属）

センシングデバイス工学

熱流体

先端流体工学

エネルギー変換工学

材料物理

システム設計

生産工学
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応 用 化 学 専 攻 2026年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

水畑　穣

岡野　健太郎

牧　秀志

山口　渉

南本　大穂

舟橋　正浩

堀家　匠平

南　秀人

宮崎　晃平

松本　拓也

鈴木　望

丸山　達生 

神尾　英治

大村　直人（注２）

鈴木　洋 （注１）

菰田　悦之

山地　秀樹（注２）

荻野　千秋

市橋　祐一

田中　勉

勝田　知尚

七里 元督

中村　努

福田　展雄

五百蔵　勉

秋田　知樹

倉谷　健太郎

佐竹　炎

藤川　紘樹

白石　慧

小林　直樹

小島　宏行

ケミカル・バイオセンシング * ケミカル・バイオセンシング 古谷　俊介

矢板　毅

吉井　賢資

小林　徹

（注） 　* 印は連携講座を示す。

生物機能工学 * 生物機能工学

製剤設計生産工学 * 製剤設計生産工学

プロセス工学

生物化学工学

局所場反応・物性解析学 * 局所場反応・物性解析学

化学エネルギー変換プロセス学 * 化学エネルギー変換プロセス学

（注１）の教員は2027年3月退職予定

（注２）の教員は2028年3月退職予定

物質制御化学

物質機能化学

物質創成化学

物質化学

環境エネルギー材料学 * 環境エネルギー材料学

化学工学

反応・分離工学
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建 築 学 専 攻 2027年4月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

建築・環境デザイン 槻橋　修

藤永　隆

水島　靖典

構造・情報システム 山邊　友一郎

鈴木　広隆

竹林　英樹

中江　研

安田　徹也

建築論 末包　伸吾　（注１）

都市・地域計画 栗山　尚子

住環境・防災計画 近藤　民代

鋼構造 難波　尚

鉄筋コンクリート構造 竹内　崇

振動工学 向井　洋一

阪上　公博　（注１）

佐藤　逸人

熱・空気環境計画 高田　暁

久保田　勝明

大津　暢人

（注） 　* 印は連携講座を示す。

（注１）の教員は2029年3月退職予定

地域減災計画

建築環境工学
音・光環境計画

地域減災計画＊

建築構造工学

空間デザイン

構造デザイン

環境マネジメント

建築計画学

建築史

専　　　　攻　　　　講　　　　座　　　　案　　　　内
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市 民 工 学 専 攻 2027年4月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

三木　朋広

寺澤　広基

橘　伸也

高山　裕介

織田澤　利守

瀬谷　創

地盤防災工学 竹山　智英

地震減災工学 鍬田　泰子

流域防災工学 椿　涼太

内山　雄介

齋藤　雅彦

水圏環境工学 中山　恵介

地圏環境工学＊

広域環境工学 大石　哲

都市保全工学 橋本　国太郎

小池　淳司

瀬木　俊輔

（注）　* 印は選択不可

交通システム工学
人間安全工学

環境共生工学

環境流体工学

都市経営工学

地盤安全工学

構造安全工学

 ２２



電 気 電 子 工 学 専 攻 2027年4月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

藤井　稔

杉本　泰

喜多　隆 （注１）

朝日　重雄

北村　雅季

服部　吉晃

小野　倫也

相馬　聡文

電磁エネルギー物理学 竹野　裕正 （注１）

集積回路情報 黒木　修隆

塚本　昌彦

寺田　努

白石　善明

葛野　弘樹

アルゴリズム 中村　匡秀

小澤　誠一

大森　敏明

伊藤　真理

電子物理

情報通信

計算機工学

電子情報

（注１）の教員は2028年3月退職予定

知的学習論

メゾスコピック材料学

フォトニック材料学

量子機能工学

ナノ構造エレクトロニクス

 ２３



機 械 工 学 専 攻 2027年4月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

今井　陽介

片岡　武

林　公祐

栗本　遼

浅野　等

村川　英樹

構造安全評価学 塩澤　大輝

破壊制御学

構造機能材料学 長谷部　忠司

機能ロボット学 田﨑　勇一

神野　伊策

肥田　博隆

鈴木　教和

西田　勇

磯野　吉正

菅野　公二（注２）

本間　浩章

向井　敏司　（注１）（注２）

池尾　直子

井上　振一郎

三木　茂人

久保田　哲也　（注１）

掃部　雅幸

（注） 　* 印は連携講座を示す。

（注１） の教員は2029年3月退職予定

（注２）機械工学専攻兼担（医学研究科・医療創成工学専攻所属）

開智型ものづくり　* 開智型ものづくり

混相流工学熱流体

先端流体工学

エネルギー変換工学

材料物理

機能適応モデル　* 機能適応モデル　

センシングデバイス工学

生産工学

先端機能創成学

ナノ機械システム工学

材料設計工学

システム設計
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応 用 化 学 専 攻 2027年4月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

水畑　穣

岡野　健太郎

牧　秀志

山口　渉

南本　大穂

舟橋　正浩

堀家　匠平

南　秀人

宮崎　晃平

松本　拓也

鈴木　望

丸山　達生　

神尾　英治

大村　直人　（注１）

菰田　悦之

山地　秀樹　（注１）

荻野　千秋

市橋　祐一

田中　勉

勝田　知尚

七里　元督

中村　努

福田　展雄

五百蔵　勉

秋田　知樹

倉谷　健太郎

佐竹　炎

藤川　紘樹

白石　慧

小林　直樹

小島　宏行

ケミカル・バイオセンシング * ケミカル・バイオセンシング 古谷　俊介

矢板　毅

吉井　賢資

小林　徹

（注） 　* 印は連携講座を示す。 （注１）の教員は2028年3月退職予定

局所場反応・物性解析学 * 局所場反応・物性解析学

生物機能工学 * 生物機能工学

環境エネルギー材料学 * 環境エネルギー材料学

製剤設計生産工学 * 製剤設計生産工学

物質機能化学

物質制御化学

物質創成化学

物質化学

化学工学

化学エネルギー変換プロセス学 *

プロセス工学

化学エネルギー変換プロセス学

反応・分離工学

生物化学工学
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建 築 学 専 攻 2027年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

建築・環境デザイン 槻橋　修

藤永　隆

水島　靖典

構造・情報システム 山邊　友一郎

鈴木　広隆

竹林　英樹

中江　研

安田　徹也

建築論 末包　伸吾　（注１）

都市・地域計画 栗山　尚子

住環境・防災計画 近藤　民代

鋼構造 難波　尚

鉄筋コンクリート構造 竹内　崇

振動工学 向井　洋一

阪上　公博　（注１）

佐藤　逸人

熱・空気環境計画 高田　暁

久保田　勝明

大津　暢人

（注） 　* 印は連携講座を示す。

専　　　　攻　　　　講　　　　座　　　　案　　　　内

地域減災計画

建築環境工学
音・光環境計画

地域減災計画＊

建築構造工学

（注１）の教員は2029年3月退職予定

空間デザイン

構造デザイン

環境マネジメント

建築計画学

建築史

 ２６



市 民 工 学 専 攻 2027年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

三木　朋広

寺澤　広基

橘　伸也

高山　裕介

織田澤　利守

瀬谷　創

地盤防災工学 竹山　智英

地震減災工学 鍬田　泰子

流域防災工学 椿　涼太

内山　雄介

齋藤　雅彦 （注１）

水圏環境工学 中山　恵介

地圏環境工学＊

広域環境工学 大石　哲

都市保全工学 橋本　国太郎

小池　淳司

瀬木　俊輔

（注）　* 印は選択不可

（注１）の教員は2030年3月退職予定

交通システム工学
人間安全工学

環境共生工学

環境流体工学

都市経営工学

地盤安全工学

構造安全工学
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電 気 電 子 工 学 専 攻 2027年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

藤井　稔　（注２）

杉本　泰

喜多　隆 （注１）

朝日　重雄

北村　雅季

服部　吉晃

小野　倫也

相馬　聡文

電磁エネルギー物理学 竹野　裕正 （注１）

集積回路情報 黒木　修隆

塚本　昌彦　（注２）

寺田　努

白石　善明

葛野　弘樹

アルゴリズム 中村　匡秀

小澤　誠一

大森　敏明

伊藤　真理

（注２）の教員は2030年3月退職予
定

電子物理

情報通信

計算機工学

電子情報

（注１）の教員は2028年3月退職予定

知的学習論

メゾスコピック材料学

フォトニック材料学

量子機能工学

ナノ構造エレクトロニクス

 ２８



機 械 工 学 専 攻 2027年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

今井　陽介

片岡　武

林　公祐

栗本　遼

浅野　等

村川　英樹

構造安全評価学 塩澤　大輝

破壊制御学

構造機能材料学 長谷部　忠司

機能ロボット学 田﨑　勇一

神野　伊策

肥田　博隆

鈴木　教和

西田　勇

磯野　吉正

菅野　公二（注２）

本間　浩章

向井　敏司　（注１）（注２）

池尾　直子

井上　振一郎

三木　茂人

久保田　哲也　（注１）

掃部　雅幸

（注） 　* 印は連携講座を示す。

混相流工学熱流体

先端流体工学

エネルギー変換工学

材料物理

機能適応モデル　* 機能適応モデル　

システム設計

（注１） の教員は2029年3月退職予定

（注２）機械工学専攻兼担（医学研究科・医療創成工学専攻所属）

センシングデバイス工学

生産工学

先端機能創成学

ナノ機械システム工学

材料設計工学

開智型ものづくり　* 開智型ものづくり
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応 用 化 学 専 攻 2027年10月1日予定

   講           座 教  育  研  究  分  野 指　　　導　　　教　　　員

水畑　穣　（注２）

岡野　健太郎

牧　秀志

山口　渉

南本　大穂

舟橋　正浩

堀家　匠平

南　秀人

宮崎　晃平

松本　拓也

鈴木　望

丸山　達生　

神尾　英治

大村　直人　（注１）

菰田　悦之

山地　秀樹　（注１）

荻野　千秋

市橋　祐一

田中　勉

勝田　知尚

七里　元督

中村　努

福田　展雄

五百蔵　勉

秋田　知樹

倉谷　健太郎

佐竹　炎

藤川　紘樹

白石　慧

小林　直樹

小島　宏行

ケミカル・バイオセンシング * ケミカル・バイオセンシング 古谷　俊介

矢板　毅

吉井　賢資

小林　徹

（注） 　* 印は連携講座を示す。

環境エネルギー材料学 * 環境エネルギー材料学

製剤設計生産工学 * 製剤設計生産工学

反応・分離工学

生物化学工学

局所場反応・物性解析学 * 局所場反応・物性解析学

生物機能工学 * 生物機能工学

（注１）の教員は2028年3月退職予定

（注２）の教員は2030年3月退職予定

物質機能化学

物質制御化学

物質創成化学

物質化学

化学工学

化学エネルギー変換プロセス学 *

プロセス工学

化学エネルギー変換プロセス学

 ３０
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